
第　93　号（1）平成22年新年号

発行日　　年 2回
発行所
静岡市葵区千代 538 番地の 11
静 岡 市 森 林 組 合
　TEL 054－278－3141
　E-mail:midori@shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
印刷　株式会社エスケイピー
　TEL 054－275－2620㈹

代
表
理
事
組
合
長　

鈴
木
英
次

代
表
理
事
副
組
合
長　

浦
田　

祝

〃

　

狩
野
正
明

理
事
総
務
委
員
長　

秋
山
泰
平

理
事
林
道
委
員
長　

山
田
勝
通

理
事
林
産
委
員
長　

宮
本
生
一

理
事
広
報
委
員
長　

篠
崎
文
秀

理
事
種
苗
委
員
長　

池
田
喜
彦

理

事　

内
野
健
司

〃

　

海
野　

勲

〃

　

勝
見
藤
一

〃

　

見
城
久
雄

〃

　

佐
藤
正
夫

〃

　

繁
田
忠
男

〃

　

築
地
喜
昭

〃

　

望
月
庄
司

〃

　

望
月
良
信

〃

　

吉
澤
修
一

代
表
監
事　

大
橋
嘉
明

監

事　

小
林
雅
彦

〃

　

杉
山
節
雄

参
事
兼
総
務
課
長　

安
本
一
寿

総
務
課
長
補
佐　

秋
山
卓
徳

総
務
課
主
任　

劔
持
尚
代

総

務

課　

八
木
雅
子

参

事　

漆
畑
兼
雄

業
務
課
長　

石
上
彰
治

業
務
課
長
補
佐　

寺
田
営
一

業
務
課
係
長　

望
月　

誠

業

務

課　

狩
野　

豊

〃

　

神
谷
誠
司

〃

　

大
橋
紀
夫

謹
賀
新
年

静
岡
市
森
林
組
合

　

二
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一
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年
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あ
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ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の

　

二
〇
一
〇
年
の
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
は
、
森
林
、
林
業
の
維
持
、
保
全
は
も
と
よ
り
森
林
組
合
の
事
業
、

　

常
日
頃
は
、
森
林
、
林
業
の
維
持
、
保
全
は
も
と
よ
り
森
林
組
合
の
事
業
、

運
営
に
対
し
ま
し
て
も
、
暖
か
い
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
嬉
し
く

運
営
に
対
し
ま
し
て
も
、
暖
か
い
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
嬉
し
く

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
切
に
お

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
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願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

森
林
、
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
申
し
上
げ
る
の
も
、
痛
々
し
い
程
の
低

　

森
林
、
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
申
し
上
げ
る
の
も
、
痛
々
し
い
程
の
低

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
角
度
を
変
え
て
見
れ
ば
追
い
風
が
吹

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
角
度
を
変
え
て
見
れ
ば
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

い
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

国
産
材
の
供
給
も
少
し

　

国
産
材
の
供
給
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
お
り
ま
す
し
、
国

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
お
り
ま
す
し
、
国

民
の
意
識
も
年
々
高
ま
り
「
柱

民
の
意
識
も
年
々
高
ま
り
「
柱
一
〇
〇

一
〇
〇
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
（
静
岡
市
）
や

本
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
（
静
岡
市
）
や

静
岡
県
産
材
優
良
木
材
の
家
事
業
」
等
に
年
々
好
評
を
博
し
追
加
が
叫
ば
れ

静
岡
県
産
材
優
良
木
材
の
家
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に
年
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追
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叫
ば
れ

て
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ま
す
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。
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又
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削
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し
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る
中
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林
の
存
在
価
値
は
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っ
て
も
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が
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こ
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と
思
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す
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よ
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平
成
二
十
二
年
春
山
行
苗
木

確
保
に
向
け
て
苗
圃
調
査
が
、

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
と
二
十

六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
、
東
駿
種
苗
（
裾
野
市
）
富

士
種
苗
組
合
（
富
士
市
）
の
二

箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

苗
木
の
生
育
状
況
は
、
昨
年

と
同
様
で
し
た
が
、
年
々
生
産

数
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
苗
木

確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

と
同
様
で
す
。

　

た
だ
今
年
も
、
静
岡
県
種
苗

委
員
会
側
で
は
、苗
の
規
格（
長

さ
）
に
よ
っ
て
は
仕
入
価
格
の

値
上
げ
を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
組
合
と
致
し
ま
し

て
は
、
な
る
べ
く
昨
年
と
同
じ

価
格
で
組
合
員
の
方
に
提
供
で

き
れ
ば
と
組
合
の
種
苗
委
員
会

で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く

お
待
ち
下
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
コ

ナ
ラ
以
外
の
苗
木
も
取
扱
っ
て

お
り
ま
す
の
で
組
合
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

　

一
月
か
ら
苗
木
注
文
の
受
付

を
開
始
い
た
し
ま
す
。
電
話
連

絡
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
苗
木

の
種
類
・
本
数
を
伝
え
て
下
さ

い
。

　

ま
た
、
山
を
伐
採
し
た
あ
と

は
、
放
置
し
て
お
か
ず
植
林
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

苗木申込みについて
受 付 期 間　平成22年２月26日㈮まで
苗木の種類　スギ・ヒノキ・コナラ・
　　　　　　その他（サクラなど）
苗 木 価 格　ス　ギ　107円
　　　　　　ヒノキ　112円
　　　　　　ヒノキ２年生　108円
　　　　　　コナラ　180円
　　　　　　その他　お問合せ下さい
　　　　　　ライフパック
 別途１枚1,400円
※上記の価格は昨年の価格です。参考
にして下さい。

配 達 期 間　平成22年３月から４月中
　　　　　　旬（配達日指定不可）
　当組合まで取りに来ていただける方
は、１本につき３円の値引きをさせ
ていただきます。

※ライフパック注文のかたへのお願い
　気候条件等により３月中旬の配達が
可能なかたのみとなります。

　保存期間を過信せずに早期植栽をし
てください。



第　93　号 平成22年新年号（2）

産産産
業業
フェフェ

アア

しずおか 2009
開催

　

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
で
、
去
年
の
十
一
月
七

日
・
八
日
の
二
日
間
、
産
業
フ
ェ
ア
し
ず
お
か

二
〇
〇
九
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
去
年
に
引
き
続
き
「
笹
舟
づ
く

り
」
と
、
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
「
竹
馬

づ
く
り
」
を
子
供
達
と
一
緒
に
、
自
然
の
素
材

を
利
用
し
た
遊
び
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
び
を
通
じ
て
、
自
然
環
境
（
空
・

山
・
川
）
の
大
切
さ
も
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

特
に
「
竹
馬
づ
く
り
」
で
は
、
最
近
遊
ば
な

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長
い
列
が
出
来
、
自

分
の
が
完
成
す
る
と
何
度
も
何
度
も
乗
り
、
苦

戦
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
み
な

笑
顔
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
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催
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県森連静岡共販所

 ㎥単価を石単価に換算するには、概算で
 ㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日 平成21年12月10日
　　市回数 2,275回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石賦
課
金
の
納
入

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
お
願
い

　

平
成
二
十
一
年
度
静
岡
市
森

林
組
合
賦
課
金
徴
収
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
納
入
期
日
を
去
年
の
十

月
末
日
ま
で
と
お
願
い
し
て
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
納
入
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は

　
　
　

ま
ず
伐
採
届
出
書
を
‼

　

森
林
の
立
木
を
伐
採（
主
伐
・

間
伐
）し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

伐
採
届
出
書
を
市
長
に
届
け
出

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
提
出
時
期
に
つ
き
ま
し

て
は
、
伐
採
開
始
の
九
十
日
〜

三
十
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

保
安
林
内
立
木
伐
採

　
　
　
　

許
可
申
請
に
つ
い
て

　

保
安
林
を
伐
採
す
る
に
あ
た

っ
て
、
通
常
の
伐
採
届
と
違
い

伐
採（
皆
伐
）許
可
申
請
の
時
期

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
二
月
・

四
月
・
九
月
・
十
二
月
の
年
四

回
で
す
。
保
安
林
か
普
通
林
か

を
確
認
し
て
か
ら
申
請
を
し
て

下
さ
い
。
許
可
が
下
り
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、伐
採
し
た
後
は
、必
ず

完
了
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

組
合
員
名
義
変
更
・

　

住
所
変
更
の
届
出
に
つ
い
て

　

相
続
等
で
組
合
員
の
名
義
・

住
所
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

手
数
で
も
組
合
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
相
続
で

名
義
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、

遺
産
分
割
協
議
書
等
の
コ
ピ
ー

の
提
出
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
々
回
の
広
報
誌
（
み
ど
り

新
年
号
）
で
お
知
ら
せ
を
致
し

ま
し
た
が
、
各
地
域
ご
と
に
座

談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
し
た
地
域
は
、
清
沢
・

大
川
・
梅
ケ
島
・
大
河
内
で
す
。

座
談
会
で
は
、
各
事
業
の
説
明

（
販
売
部
門
・
森
林
整
備
部
門
）

と
皆
様
の
質
問
に
対
応
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
で
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
は
、

①
Ｃ
Ｏ
２

　

削
減
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
へ
の
配
慮

②
補
助
金
の
対
象
条
件
の
見
直

し
（
林
齢
・
面
積
な
ど
）

③
林
道
作
業
道
開
設

④
森
林
所
有
者
へ
の
所
得
補
償

⑤
動
物
被
害
へ
の
対
応

な
ど
地
域
に
よ
っ
て
質
問
は

様
々
で
す
が
、
組
合
と
し
て
も

県
・
市
・
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
組
合
員
様
の
声
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
十
一
月
十
六
日
に
、

毎
年
恒
例
、
当
組
合
の
林
産
委

員
会
主
催
の
山
林
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

場
所
は
、玉
川
地
区
の
落
合
・

桂
山
・
大
川
地
区
の
八
草
の
三

箇
所
。
各
現
場
で
、
作
業
手
順
・

役
割
分
担
な
ど
細
か
い
所
ま
で

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
頂
き
ま
し
た

が
、
た
だ
一
箇
所
、
架
線
の
固

定
の
仕
方
に
注
意
を
受
け
、
よ

り
一
層
、
安
全
性
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
事
務
所
を
掲

げ
、
よ
り
一
層
努
力
を
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

事
故
撲
滅
‼

山
林
パ
ト
ロ
ー
ル

お

ら

し

せ


